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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 
祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 
劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～衣笠丼～

京都発祥の丼物 「衣笠丼」。 刻んだ油揚げを甘辛く炊き、 ネギとともに出汁で

さっと煮て、 溶き卵でとじたものをご飯にのせたもので、 その名前は市内に

ある衣笠山に由来しています。 平安初期、 ２１歳で即位した宇多天皇は

ある夏の日、 雪景色が見たいと所望されました。 下の者たちは困惑しましたが

平安宮から見える山に白い絹布をかけて雪に見立ててはどうかという案が出て

選ばれたのが衣笠山でした。 そして朝廷内からありったけの白絹が集められ

人も総出で緑生い茂る夏山に入り、 木に登って衣をかけ、 衣 （きぬ） を笠にした

「衣笠山」 が完成しました。 一見すると天皇の戯事に思えますが、 その本意は

真夏に雪という神業のようなことをやってのけ、 当時台頭する藤原家に 

自身の権力を誇示することにあったようです。 聡明だったとされる宇多天皇

ですが、 この信念をもって大きな力に負けまいとする若い天皇を 京の人々は

応援にも似た気持ちで見守っていたのではないでしょうか。

さて衣笠丼ですが、 その発祥の地は衣笠山からも近い西陣エリアで

織物業を営む職人達が仕事の合間に食べる “丼” として定着したようです。

「きぬ」 という言葉も染織業と結び付き、 この大仕事を遂げた先人達にあや

かって、 山のように絹布をつくる、 という縁起も込めた名前なのかもしれません。


